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連結子会社の異動（株式譲渡）及び減損損失の計上に関するお知らせ 
 
当社は、2025年2月13日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるLeyLine GmbH（本社：ド
イツNRW州、以下「LeyLine社」）について、当社の保有するLeyLine社全株式を譲渡することを決議いた
しましたので、下記のとおりお知らせいたします。株式譲渡完了後、LeyLine 社は当社の連結子会社から除
外されることになります。 
 

記 
 

1. 株式譲渡の理由 
当社グループは、研究開発型企業として、新規性の高い多様な挑戦を推進しています。2021年9月には、
サイバニクス技術のモビリティ分野での事業拡大を目指し、LeyLine社と戦略的パートナーシップを締結し、
2023年3月には同社を連結子会社化しました。 
連結子会社化後、事業加速に向けた取り組みを進めた結果、同社の売上高は約 3 倍に増加しましたが、さ
らなる成長には継続的な投資が不可欠であり、単独での収益基盤の確立には時間を要する見込みです。 
こうした状況を踏まえ、当社は、グループ全体における経営資源の最適な配分と、同社の今後の成長に向
けた関わり方について、取締役会で慎重に議論を重ねた結果、総合的に勘案し、同社株式を譲渡し、当社の連
結対象から外すことが最適な選択であるとの結論に至りました。 
今回の株式譲渡により、当社グループは経営資源をより効率的に活用し、収益性の改善を図りながら成長
戦略を加速させるとともに、同社は独立した経営体制のもとで柔軟な事業運営を行なうことが可能になり、
さらなる成長の機会を追求できると考えています。 
 

2. 異動する子会社（LeyLine社）の概要 
（１） 名称  LeyLine GmbH 

（２） 所在地  ドイツ連邦共和国ノルトライン・ヴェストファーレン

（NRW）州  

（３） 代表者の役職・氏名  CEO 森脇 緑  

（４） 事業内容  PETRONAS MIE Racing Honda Teamの運営、開発、製
造、人材育成  

（５） 資本金  56千ユーロ 

（６） 設立年月日  2021年10月  

会 社 名 ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社 
代 表 者 名 代表取締役社長 山海 嘉之 
（コード番号 ７７７９ 東証グロース） 

問 合 せ 先 取 締 役 C O O  本田 信司 

（電話 ０２９-８６９-９９８１） 



（７） 大株主及び持分比率  CYBERDYNE株式会社 63.6％ 

（８） 
上場会社と当該会社との間の関

係  

資本関係 当社の連結子会社であります。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 資金貸付に関する取引を行っております。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期 

純資産 -1,918千ユーロ -222千ユーロ -1,508千ユーロ 

総資産 573千ユーロ 1,788千ユーロ 1,682千ユーロ 

1株あたり純資産 -34.10ユーロ -3.95ユーロ -26.80ユーロ 

売上高 1,038千ユーロ 3,507千ユーロ 3,087千ユーロ 

営業利益 -1,788千ユーロ -792千ユーロ -1,270千ユーロ 

当期純利益 -1,798千ユーロ -804千ユーロ -1,285千ユーロ 

1株あたり当期純利益 -31.96ユーロ -14.30ユーロ -22.85ユーロ 

1株あたり配当 − − − 
 

3. 株式譲渡の相手先の概要 
（１） 氏名 森脇 緑  

（２） 住所 三重県鈴鹿市  

（３） 上場会社と当該個人との関係 該当事項はありません。  

 
4. 譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の所有株式の状況 
（１） 異動前の所有株式数 35,750株（議決権所有割合：63.6％） 

（２） 譲渡株式数 35,750株（議決権所有割合：63.6％） 

（３） 譲渡価額 当事者間の秘密保持義務により非公開とさせていただ

きます。 

（４） 異動後の所有株式数	 −株（議決権所有割合：−％） 

 
5. 日程 
（１） 取締役会 2025年2月13日 

（２） 契約締結日 2025年2月28日（予定） 

（３） 株式譲渡実行日 2025年2月28日（予定） 
 （予定）となっているものは、場合によって日程が変更になることがあります。 
  



6. 減損損失の計上について 
本件に伴い、本日公表の「2025年３月期第３四半期決算短信〔IFRS〕（連結）」においてのれんの減
損損失175百万円をその他の費用に計上しております。 

 
以 上 


